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主 要 文 献

第1章　 緒 論

曩に余は鉤虫症貧血の発生機 転に於け る脾

臓及び網内系の演ず る役割に就いて種 々実験

を行い聊か見 るべ き或績を得て報告 した.即

ち最近虫体内に成種の貧血毒素の存在が認め

られて来てい るが この毒素には少 くとも二種

類の物質があ り,そ の一つは 「アルコール」

可溶性の類脂肪体に属す ると考え られるもの

であ り,之 は脾の存在には無関係に家兎に貧

血を惹起せ しめ得 るものであ り,第 二 のもの

のは 「アル コール」不溶性の物質であ り脾の

健存に よ りて始めて家兎に貧血喚起作用を発

現するものである.耐 して之等 の内前者の方

が後者 よりも催貧血性が強度であることを認

めた.最 近鉤虫症患者血清中に も亦一種の催

貧血性物質 の存在が諸学者に よ り認められて

いるが,網 内系の機能が封鎖 されゝ ば虫体内

毒素 も患者血清中の催貧血性物質 も共に催貧

血作用を現わ さない ことを知つた.元 来脾は

網内系の中で特に主要な地位を占め る臓器で

あるが鉤 虫症貧血の発生機転に於い ては脾 よ

りは寧ろ網内系全体の機能の健存 と云 うこと

が重大な関係が ある様に思われる.

然 らば網内系に属す る他の一つの大な る臓

器であ り胎生期に造血に関与 した肝の意義は

どうであろ うか.文 献に徴す るに貧血発生機

転に於け る肝の意義を追求 した のは小森唯一

人に過ぎない.即 ち彼は家 兎に虫体乳剤を注

射 して貧血の起れ る時期の肝静脈血々清を他

の家 兎に注射すれば著明な貧血を起す もその

時 の耳静脈血々清には催貧血作用がな く,こ

の肝静脈血々清が骨髄に作用 して骨髄 中に赤

血球を抑留す ると見做 した.

斯 くして肝の意義 も漸 く認め られ始めたが,

未 だ不明の点多 く之を解明す ることは貧血発

生 の本態を覗 うに非常に重大な関係 あ りと信

じ本実験を試み聊か見 るべ き成績を得たので

此処に報告す

第2章　 実 験 方 法

1)　 実験動物:体 重2.0瓩 内外の白色家兎

を 使用せ ることは前回の実験に於け ると同様

で ある.

2)　 乾燥虫体生理的食塩水乳剤(以 下虫体

乳剤 と畧称す)の 製法:前 回の実験 と同様 で
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あ る.

3)　 鉤虫症患者血清:次表 に示す如 き貧血

高度の患者2名 よ り早朝空腹時 に採血 して血

清を得.

4)　 家兎肝障碍法:体 重当竓0.5竓 の四塩

化炭素(日 本薬局 方の ものに 「オ リーブ」油

を等 量加えた)を 背部皮下に注射 し24時 間後

に実験に供 した.以 上の処置によ り24時間後

には肝は解剖学的 変化並びに機能障碍は著明

であ るが数 日間は生存す る.

5)　 虫体乳剤を以て肝を灌流せ る後の肝静

脈血 々清採取法:家 兎3頭 を使用 し実験当 日

は絶 食せ しむ.背 位に固定 した後腹部の毛を

剪除 し 「アルコール」にて清拭消毒す.正 中

線に於い て剣状突起 よ り下 方に約10糎 の皮切

を加え腹腔に達す.肝 右葉の直下に於いて下

空静脈を露出結紮 し,次 いで横隔膜直下に於

いて下空静脈を血管 「クレンメ」にて挾めば

その両結紮間の血液 は肝静脈 よ り流入する血

液のみ とな る.次 い で上記虫体乳剤1.0竓 を

門脈 よ り徐々に注人 し,10分 後 よ り30分 後

に至 る間数回に互 り両結紮間の下空静脈 より

採血 し血清を得.

6)　 血液諸検査法:前 回の実験に於け ると

全 く同様である.

第3章　 実 験 成 績

第1節　 肝障碍家兎に虫体乳剤を注射

せ る場合

肝障碍家兎3頭 を使用 し之に体重当瓩0.5

竓 の虫体乳剤を耳翼静脈内に注射 した後時間

的経過を追いて血液諸検査 を行つた.其 の成

績を第1表 に示す.

第1表　 肝障碍家兎に虫体乳剤を注射せる場合

1)　 赤血球数(第1図)

No. 48は 乳剤注射後1, 2, 4時 間 目に於い

ては注射前 より僅かながら増加 し6時 間目に

於いて稍減少を示す もその減少度は僅 に20万

に過 ぎず,そ の後は漸次軽 度の増加を示 して

10～24時 間 目には略元値 に復帰す. No. 52,

 No. 53は1～2時 間 目に於いては注射前に比

して相当増加 し4～6時 間 目に於いては梢減

少傾向を現わす も而 もその最 低値は尚注射前

の値 と略同じであ りそれ以後の動揺は軽度で
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あ る.

第1図　 肝障碍家兎に虫体乳剤を

注射せる場合(赤 血球数)

2)　血色素 量(第2図)

No.48に 於 ては当初よ り最後迄殆ど増減を

示さず,他 の2例 に於 ては赤血球数の増減に

略並行 して動揺す るも著明な減少は認め 得な

い.

第3図　 肝障碍家兎に虫体乳剤を

注射せる場合(血 色素量)

3)　 網状赤血球数.

全例に於 ては著明な増減を示 さない.

要之 この場合に於ては虫体乳剤注射に より
貧血発来は毫 も認め られない

.

第2節　 肝障碍家兎に患者血清を注射

せ る場合

肝障碍家 兎2頭 を使用 し,之 に前述の鉤虫

症患 者血清を体重当瓩2.0竓 耳翼静脈 内に注

射す.こ の成績は第2表 に示す.

第2表　 肝障碍家兎に患者血清を注射せ る場合

1)　 赤血球数(第3図)

四塩化炭素注射後24時 間 目には2例 共著明

な増加を示 してい るが,之 に血清を注射す る

と急激に減少 し, No. 49は2時 間 目に188万,

 No. 51は4時 間 目に214万 の減少を示 した後

漸次増加す るも24時 間 後に も尚注 射 前の値

迄は恢復 しない.

2)　血 色素量(第4図)

赤血球数の増減に略並行 して増減 しその最

高減少度はNo.49は2時 間 目に12%, No. 51

は4時 問 目に11%に 達 してい る.

3)　 網状赤血球数

No.49は 血清注射後1時 間 目には著明に増

加す るも以後の変化は著明でない. No. 51は

貧血最高度の4時 間 目には著明な減少を示 し

てい るが,そ の他 は大な る変化はな く,両 者

に於 て一定 の傾向は認められない.

要之患者血清注射は肝障碍家兎に於 いて も

著明な貧血を惹起せ しめ得 る.
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第3図　 肝障碍家兎に患者血清を注射

せ る場合(赤 血球数)

第4図　 肝障碍家兎に患者血清を注射

せる場合(血 色素量)

第3節　 虫体乳剤を以て正常家兎肝臓を

灌流せる後の肝静脈血々清を肝

障碍家兎に注射せる場合

正常家兎3頭 を使用 し前記の方法により虫

体乳剤を以て肝臓を灌流したる後の肝静脈血

々清を他の肝障碍家兎3頭 に体重当瓩1.0

宛夫々耳翼静脈内に注射す.そ の成績を第3

表 に示 す.

第3表　 正常 家兎肝臓を虫体乳剤を以て灌流せる後の

肝静脈血々清を肝障碍家兎に注射せる場合

1)　 赤血 球 数(第5図)

3例 共 四塩 化 炭 素注 射 後は20～100万 の増

加 を示 す も血 清 注射 後 は急 激 に 減少 傾向 を現

わ し,最 低値 を 示す の はNo. 55は4時 間 目

に135万, No. 57は2時 間 目に104万, No. 59

は4時 間目に92万 の減少 を示 しその 後は各

例共増加 して24時 間 目には殆 ど血清注射前の

値 に迄恢復 している.

2)　 血色素量(第6図)

各例共赤血球数 の減少に畧並行 して減少を
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示 し, No. 55は4時 間 目 に24%, No .57は

u時 間 に10%, No. 59は4時 間 目 に9%の

減 少 を 認 め て い る .

第5図　 正常家兎肝臓を虫体乳剤を以て灌

流せる後の肝静脈血々清を肝障碍

家兎に注射せる場合(赤 血球数)

第6図　 正常家兎肝臓を虫体乳剤を以て灌

流せる後の肝静脈血々清を肝障碍

家兎に注射せる場合(血 色素量)

3)　 網状赤血球数.

貧血発来の時期に増加を示す ものもあ り,

又逆に減少を示す もの もあ り.貧 血恢復期に

増加するもの もあれば又不変のもの もあ り.

要するに一定の傾向は認められない.

要之肝静脈血々清注射は肝障碍家 兎に於 い

ても著明な貧血を惹起せ しめ得 る.

第4章　 総括並びに考按

以上の実験成績を取纏め簡単に考按を試み

る.

1)　 虫体乳剤注射は肝障碍家 兎に於ては貧

血を惹起せ しめ得ない.

2)　 患 者血清注射は肝障 碍家 兎に於いて も

著明な貧血を惹起せ しめ 得る.

3)　 虫体乳剤を以て正常家兎の肝臓を灌流

した る後 の肝静脈血 々清を更に他 の肝障 碍家

兎に注射すれぼ著明な貧血を惹起せ しめ得る.

虫体乳 剤注射は正常家兎に於ては著明な貧

血 を惹起せ しめるも,肝 障碍家兎には貧血を

惹起せ しめない点 よ り観れば 虫体内貧血 毒素

,の貧血発生機 転に於いては肝機能の健存が不

可 欠の要件 とな る.之 に反 し鉤虫症患者血清

注射は肝障碍家兎に於 いても正常家 兎に於け

ると略同程度の著明な貧血を惹起せ しめ得る

ことよりこの場合 の貧血発現には肝臓は関与

しないことにな る.こ の二つ の結果 よりすれ

ば虫体内貧血 毒素 と患者血清中の催貧血性物

質 とは少 くとも同一物でない こと,換 言すれ

ばそれ等二つは何れ も類脂肪体に属す ると考

えられ る性状の非常に よ く似た物質 であ るが,

患者血清中の催貧血性物質は虫体内毒素が単

に患者腸管 より吸収 された ま ゝの ものでない

ことは明かである.之 に.ついて教室内藤は虫

体乳剤及び患者血清を用いて家兎大腿骨 々髄

灌 流試験を行いた るところ,前 者は直接骨髄

には作用せず,後 者は直接骨髄に作用 して赤

血球を骨髄 内に抑留す るこ とを明か に して両

者の間の差異を認めたの と一致す る.

然らば この両者の間の差異は如何なる処 よ

り生ず るや.惟 うに患者血清中の催貧血性物

質は諸学者の認あ る如 く駆 虫前の血清中には

存在す るも,駆 虫後の血清 中には存在 しない

点 より鉤虫寄在のために虫体 よ り分泌す る或

る物質一之は虫体内に含有せ られ る物質であ

るか,或 はそれが幾分変化 して虫体外に出た

ものであるか判明 しないが一が腸管 より吸収

せ られ血中に入 り門脈 を経て肝臓に達 し更に

全身を循環 しているものであ る.一 方虫体内

貧血毒素はそれが生理的状態に於いて虫体 よ

り排泄 され る物質 とは別個の ものであるか も

知れないが,全 然肝臓の影響は うけ ていない
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のである.こ の肝臓の影響の有無に因つて両

者の作用機転に差異を生ず るのではあるまい

か.こ の観点 よ りすれば虫体乳剤注 射は肝機

能の健全な正常家兎に於いては貧血を惹起せ

しめ得 るも肝障碍家兎に於いては貧血を惹起

せ しめ得ないのは実にその作用機転中に肝臓

が関与す るか否かに係つている.之 を裏 書き

す る事実は第三節の実験成績であ る.即 ち虫

体乳剤を以て一且健常 な肝臓を灌流 した後の

肝静脈血々清を更に他 の肝障 碍家兎に注射す

れば著明な 貧血を 惹 起 せ しめ得 ることであ

る.虫 体乳剤は一度健全な肝臓を通過すれば

家兎に貧血を惹起 させ るために再びは肝機能

の健存を必要 としない.つ ま りこの場合の肝

臓は乳剤の影響に因つて.貧 血発生のために

直接作用す るのではな くて.そ の途中の段階

に於いて乳剤に催貧血性を賦与す るか或は乳

剤 中の毒素の刺戟に因つて新たに異つた催貧

血性物質を生ず るのであろ う.然 しなが ら虫

体内毒素 と患者血清中の催貧血性物質 とは性

状が非常 に よく似 てい るものであるか ら肝臓

よ り新たに異つた物質が出ると考え るよりは

む しろ虫体 内毒素が肝臓に於いて賦活 され る

と考える方が妥 当の様である.こ の点に関 し

内藤 は余の実験に用いた肝静脈血々清を用い

て家兎大腿骨 々髄灌流試験を行い著明な貧血

の起 るを認め,こ の肝静脈血 々清が直接骨髄

に作用 して赤血球を骨髄 内に抑留す ることを

明かに した.

第5章　 結 論

余は鉤虫症貧血 の発生機転に於け る肝臓の

意義を明かにせん として種 々実験を行い次の

如 き結論を得た.

1)　 虫体乳剤注射は肝障碍家 兎には貧血を

発現せ しめ得ない.

2)　 患者血清注射は肝障碍家兎に於いても

著明な貧血 を惹起せ しめ得る.

3)　 虫体乳剤を以 て健常肝臓を灌 流した後

の肝静脈血 々清を更に他 の肝障碍家兎に注射

すれば高度の貧血を発現す.

4)　 以上の何れの場合に於にて も網状赤血

球数の増減に関 しては一定 の傾向は認められ

ない.

以上 の事実 より当然結論 され ることは.

1)　 虫体内貧血毒素 と患者血清 中の催貧血

性物質 とは少 くとも同一物 ではない.

2)　 虫体内貧血毒素は健常 なる肝臓を通過

す ることに より始めて催貧血性を獲得す るか,

或は肝臓を刺戟 して新たに異つた催貧血性物

質を生 じ之が骨髄に作用 して貧血を発現せ し

め るのである.

擱筆するに当り始終御懇篤な御指導並びに御校閲

を腸つた恩師北山教授に満腔の感謝を捧ぐ.
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